各政党のみなさま　　衆議院議員選挙立候補予定候補者のみなさま

風営法に関する公開質問状への回答のお願い                                             
 2012年11月27日

クラブカルチャー育成協議会
Let's DANCE署名推進委員会
Let's DANCE法律家の会
　拝啓 時下ますますご清祥の段お慶び申し上げます。

この度、12月16日に投開票予定となってます総選挙に先立ち、当協議会、並びに委員会、法律家の会では、各候補者の皆様に、現在、多くの若者や音楽ファン、有識者が声を上げている風営法(ダンス規制)に関する政策についてのお考えをお聞きしたく、質問状を送付させて頂きます。

　世界に発信する誇れる文化として若者のライフスタイルに定着し、大規模な経済活動が存在するダンス・カルチャーが、６４年前に制定され、時代の変化に即していない風営法により様々な弊害を生んでいる状況の中で、実に多くの若者達が興味・関心を寄せています。投票行動の大きな判断材料となりえる本件について、各候補者の皆様にお伺いしたく、別紙の質問状をご送付させて頂きました。
　ご返答の内容は、無回答を含め、数十万のファンやフォロアーを抱えるアーティストと協力してネットなどで拡散するとともに、ナイトクラブやダンススタジオ、飲食店などで公開させて頂く予定でございます。同時に、公職選挙法に抵触しない範囲で、我々世代の有権者に対して我々が知りうる限りの有効なアプローチを取らせていただく所存でございます。

選挙を真近に控えご多忙の折とは存じますが、どうぞよろしくお願い致します。

　別紙の内容について、12月2日(日)17:00 必着で下記の連絡先にご回答をお願いいたします。 メールでもＦＡＸでも結構です。何卒、よろしくお願い申し上げます。
         Email（Let's DANCE署名推進委員会宛：mail@letsdance.jp）

         ファクス（市民共同法律事務所宛：075-256-2198）
問い合わせ：Let's DANCE署名推進委員会事務局・坪井修090-1678-1148 
